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真夏の中学校が美術館に変わる 

美大と中学校の連携プロジェクト ムサビる！ 

武蔵野美術大学(東京都小平市、学長 長澤忠徳)は、ス
クールアートプロジェクト「ムサビる!」を今年の夏、8月
6日(土)・7日(日)に東大和市立第五中学校及び東大和市立
第二中学校の二校で同時開催します。 
「ムサビる!」は 2009 年8月、武蔵野美術大学の卒業

生で美術教諭・未至磨明弘先生(現・東大和市立第五中学
校教諭)の強い思いから開催が決定し、今年で第8回目の開
催となります。 

 このプロジェクトは、生徒が一日の半分以上を過ごす学校そのものを美術館にすることによって、美術を身近に感じて
もらう「中学校美術化計画」 です。  
 今年の「ムサビる !」は実に100人以上の美大生が関わっているプロジェクトで、出品者、教授、 スタッフ合わせると
過去最大規模の実施となります。ワークショップも会場内に3~4つもあり、来場者が アートに挑戦できる機会も多数設
けています。また、中学生と美大生がコラボして行う企画も目玉の一つです。作品をただ鑑賞してもらうだけではなく、 
作者が作品の前に立ち、鑑賞者とコミュニケーションをとる対話型鑑賞にも力を入れており、自らの思いや考えを表現す
ることの大切さも学べる貴重な機会となっています。是非、ご来場ください。 

開催概要  
■日時 : 2016 年 8 月 6 日(土)7 日(日) 9:00~16:00  
 
■場所 : 東大和市立第二中学校 
    (東京都東大和市南街 3-60-4)  
      東大和市立第五中学校 
    (東京都東大和市芋窪 5-1119) 
 
■アクセス : 
 ◎東大和市立第二中学校  
 ・西武拝島線「東大和市」駅より徒歩 14 分  
  西武拝島線「東大和市」駅よりバス  
 ・イオンモール行「東大和病院」下車 徒歩 4 分  
 ・東村山駅西口行「南街入口」下車 徒歩 7 分  
◎東大和市立第五中学校 
  ・多摩モノレール「上北台」駅より徒歩 6 分  
■入場料 : 無料(ワークショップ参加費 1 回 50 円) 
 
＊お車での来場はご遠慮ください  

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
武蔵野美術大学 法人企画グループ 担当：千羽、西、佐久間 
TEL：042-342-6011  FAX： 042-342-6087  e-mail：kenkyu@musabi.ac.jp 

東大和 
病院 芋窪 

 
 

南街 
第二                     入口 
中学校  

 
大和第 

二小 
 
 
 
 

第五  
中学校                            芝中 

団地 
 
 
 

上北台駅 
東大和市駅 

    

      
             

 

      
             



日本画の間 

【展示作品】 

毎年恒例となっている日本画展を、今
年も開催します。本年度は日本画学科
の2年生と3年生の総勢14名が教室2
部屋を使って展示します。  

ワークショップ 

ムサビる！では、様々なワークショッ
プが体験できます。ムサビる！企画ス
タッフ主催のワークショップは、「ム
サbill!～紙皿で帽子を作ろう！～」です。
（参加費50円） 

教授作品 

本年度は総勢12名の教授・助手の
作品が出品されます。形態は、平
面、立体、映像と様々です！津村
耕祐教授の作品では、ワーク
ショップも行います。 

利川菜々(委員長) 
空間演出デザイン学科3年 
私は、中学校の美術教師を目指しています。学生のう
ちに中学生や中学校と関わりたいと思い、ムサビる！
に参加しました。100名に上る美大生が中学校という
特別な場所で作り上げる美術館は、圧巻です。毎年、
違った発見が出来るのもムサビる！の魅力だと思いま
す。 

ドル萌々子（展示部） 
日本画学科1年 
中学校を美術館に変えてしまおう、という言葉に惹か
れてムサビる！に参加することを決めました。中学校
だからこそ引き立つ美術の面白さがあると私は思いま
す。観る側も私たち作者側も新しい発見ができる、ム
サビる！はそんな素敵な可能性が秘められた企画です。 

松橋絵菜(中学生企画) 
空間演出デザイン学科1年 
私は開催校である第五中学校の出身で、当時美術部と
して「ムサビる！」に参加しました。大学生のアドバ
イスを受けながら色々な作品を作りましたが、今大学
生側になって彼らと接してみると中学生らしい突飛な
発想、可愛らしいアイデア、アドバイスをしてもらっ
ているのは実は私たちであると気付きました。 

守本 悠一郎(広報部) 
基礎デザイン学科3年 
僕は今年の4月に編入してきたばかりですが、「ムサ
ビる！」の名前は聞いたことがありました。でも、こ
こまで大きなプロジェクトだと知ったのはスタッフに
なってからです。この企画の勢いに広報も追いつき、
より多くの人にムサビる！を知っていただきたいと思
い活動しています。 

【ムサビる！に関わる学生の声】 

【未至磨 明弘先生へのインタビュー】 

「ムサビる！」が始まる前と現在では、様々なところで変化が見られ
ています。例えば学校。日常の中で他者に学校に来てもらうことが本
当の意味での地域に開いていくということであることをこの取り組み
を通して気がつきました。また、生徒も本物のアート作品に触れてか
らは、感じ取る力が非常に強くなり、自分しかできない表現の仕方を
追求するようになりました。そして私自身も、アートを通して人を育
てることについて深く考えるようになりました。学校にいる教師の一
人としてだけではなく、「美術でしか育たないもの、美術でしか出来
ないこと」を生徒に与えられる唯一の人間であるという認識を持って
授業をするようになりました。 
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